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２２００１１２２年年  

１１２２月月号号  一一部部 110000円円  

     自立を目指す潮騒スタイルについて 

今年も残りわずかとなりましたが、潮騒ＪＴＣはファイザープロジェクトに明け

暮れた１年でした。これといって実績のない潮騒が栄誉ある「ファイザープログラ

ム～心とからだのヘルスケアに関する市民活動・市民研究支援」の新規助成に選ば

れたことは、まさに奇跡的な恩恵です。必ずしも計画通りにはいきませんでしたが、

ファイザー助成金を活用することで私たち依存症者が社会復帰に向けての課題解

決に、１歩踏み出すことができました。嬉しいことに、この１年間の取り組みが評

価され、来年も継続して支援が受けられることになりました＝２㌻に記事。 

私は不遇な家庭環境で育ったことから、幼少期から「食う」ことに執着し、世間

に反発して裏街道に身を置いても「働く」ことにこだわりました。長く塀の中に隔

離されていた時でさえ、手に職を付ける情熱は他の受刑者よりも強かったと思いま

す。同じ依存症ながらも、飽食の時代に生を受けた仲間たちとは異なる時代体験が

あり、それが核となって人一倍強い就労への意欲につながっています。そんな体験

から、きちんとした就労環境が整えば依存症者でも地域で働き、普通の暮らしがで

きることを、潮騒ＪＴＣが取り組む就労支援活動を通して実証したいのです。 

しかし、そうした私の熱い思いとは裏腹に、依存症者を取り巻く現実は社会復帰

への希望がどんどん遠のき、ひどく世知辛くなっています。「今の時代、自分のこ

とだけで精一杯。他人のことまで思いやる余裕はない」「ヤク中、アル中になった

のは自業自得。国に助けを求めるなんておかしい」「真面目に働いた者がバカをみ

るような生活保護制度は、早く見直すべきだ！」―理屈抜きに私たちに対する悪感

情が先に立ち、反論を許されない空気を感じます。社会が目詰まりになり、先が見

えにくくなると、不満やストレスのはけ口がどうしても「目障りな存在」に向かい、

感情を刺激する威勢のいい言動に引き寄せられがちです。すると優しさよりも敵が

い心に満ちた雰囲気が社会に蔓延し、自業自得論や自己責任論が幅を利かします。

これが当たり前になると社会保障や福祉制度の根幹が崩れてしまいます。私たち依

存症者は弱い存在です。こうした動きに抗う手立てや反論の場を持ちません。 

 翻って全国ダルクの中でも有力な支援組織のない潮騒ＪＴＣですが、“献金頼り”

の体質には否定的です。独立時の経緯などから、私たちは献金に頼りたくても頼れ

ないハンディを抱えて悪戦の荒野に船出しました。自分たちで「食う」術を身につ

けるしかなかったため、早くから仕事プログラムに取り組み、試行錯誤しながら自

立の方途を模索してきました。このニュースレターに「押しつけがましい」であろ

う献金振り込み用紙の同封を避けてきたのは、私たちなりの矜持（きょうじ＝プラ

イド）です。生意気かもしれませんが、献金に頼る前に可能な限り自助努力でなん

とか道を切り開きたい―それが潮騒スタイルの真骨頂です。 （施設長 栗原 豊） 
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ファイザー継続助成決定書を手

にする栗原施設長＝2㌻に記事 
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 依存症者向けの就労支援プログラムの独自開発を目的とした「潮騒ファイザープロジェクト」が引き続き、2012年

度の「ファイザープログラム～心とからだのヘルスケアに関する市民活動・市民件研究支援」の継続助成対象として

選ばれました。12月 14日には選定を受けた団体の関係者ら約 70人が参加して、都内の新宿駅近くにあるファイザー

本社で贈呈式とプレゼンテーション＆懇親交流会がありました。潮騒ＪＴＣからも栗原豊施設長らが参加して梅田一

郎社長から直接、助成決定書を受け取りました。また、プロジェクト事務局メンバーのヒトシさんがプレゼンテーシ

ョンの４分間スピーチに立ち、潮騒の簡単な説明と今年の取り組みについて紹介した上で、来年度はさらにボリュー

ムアップした事業に取り組む決意を披露しました。懇親交流会では先進的に農業セラピーに取り組む各地の団体関係

者らと名刺を交換し合い、同じく継続支援の栄誉を得た三重ダルクの仲間たちと有意義な交流ができました。 

 今回の選定では、ファイザー社も景気低迷の影響を受ける中で助成規模が前年度より縮小され、2012年度は新規助

成８件、継続助成８件（うち 3年目は 2件）が選定されました。特に新規には 228件の応募件数があり、実に 29倍の

超難関となりました。継続支援は 19件の応募で倍率こそ高くなかったようですが、甲乙つけがたかったようです。潮

騒はこの 1年の活動を通じて、「生活保護受給者から納税者へ」の高い志をスローガンに掲げ、農業プロジェクトに特

化して地域の支援者を見方に付けたことが評価されました。栗原施設長は「ファイザー社による 2 年連続の支援に感

謝したい。プレッシャーを感じるが、よりよい内容のプロジェクトにしていき、こうした種まきが豊な実りにつなが

るようにしたい。アディクトの社会復帰に向けた就労支援活動は緒に就いたばかりだが、施設を挙げて頑張る」と決

意を新たにしていました。         （K） 
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員
会
推
薦
理
由
】
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の
回
復
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、
職
業
を
得
て
自
立
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
社
会
に
お
け
る
依
存
症
へ
の
理
解
は
乏
し
く
、
依
存
症
の
既
往
歴
を

持
つ
者
の
雇
用
は
厳
し
い
。
そ
の
た
め
依
存
症
者
は
支
援
施
設
内
に
留
ま
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
、
社
会
復
帰
の
道
の
り
は
遠
の
く
ば
か
り
で
あ
る
。 

本
団
体
は
茨
城
県
鹿
嶋
市
に
お
い
て
複
合
型
依
存
症
施
設
と
し
て
、
設
立
当

初
よ
り
一
定
の
回
復
に
達
し
た
依
存
症
者
の
職
業
支
援
を
手
探
り
で
行
い
、
社

会
復
帰
へ
の
道
を
模
索
し
て
き
た
。
助
成
１
年
目
で
は
、
よ
り
組
織
的
な
職
業

訓
練
、
雇
用
場
所
の
開
拓
、
雇
用
環
境
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
を
発

展
さ
せ
、
と
り
わ
け
農
作
業
に
よ
る
就
労
支
援
活
動
に
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
。

助
成
２
年
目
で
は
、
開
墾
し
た
農
場
の
更
な
る
整
備
と
活
用
、
施
設
園
芸
や
販

売
へ
の
挑
戦
な
ど
農
業
関
連
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職
業
訓
練
や
就
労

支
援
が
体
系
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
指
す
。“
生
活
保
護
受
給
者
か

ら
納
税
者
へ
”
の
目
標
を
１
日
で
も
早
く
達
成
で
き
る
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
に
期
待
し
た
い
。 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
ヒ
ト
シ
さ

ん
。「
い
つ
も
と
違
い
、
緊
張
し
た
」
と
は
言
う
も
の

の
日
頃
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
成
果
を
如
何
な
く
発
揮
？ 

写真上＝さすがに緊張した表情の栗原施設長、梅田社長（右）か

ら助成決定書を授与されました＝都内のファイザー製薬本社で 

写真下＝三重ダルクの市川岳仁代表（右から 2人目）らと懇談 
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【年末回顧】フォト特集・ファイザープロジェクト 2012   

家屋の解体、稲作へのチャレンジ、荒れ地の開墾、サツマイ

モ栽培、パソコン研修 etc…、潮騒ＪＴＣはこの 1年、支援

者のご協力により多彩なファイザー事業に取り組みました。 

 



 

 

 

依存症のケンボウです。

昨年 11 月に潮騒ＪＴＣに

入寮しました。初めは「え！

これがリハビリ施設？」と、

イメージしていた施設との

ギャップに戸惑いました。

勝手に大きな建物をイメー

ジしていたのです。でも、

いざ入寮してみると、とて

もアットホームな感じを受

けました。先輩入寮者たち

（今では大切な仲間たちで

す！）が親切に迎え入れてくれたのを、昨日の

ように思い出します。これが潮騒ＪＴＣでの入

寮生活の始まりでした。 

★1年後には主役の一人でフォーラム参加 

施設での生活は初めてだったので正直、「これ

から先、どうなるのだろう…」との不安がぬぐ

えないまま、すぐに施設のフォーラムがありま

した。右も左も分からない状況でしたが、入寮

者が一つにまとまって自分たちの回復の姿を懸

命にアピールしようとする情熱には、新参者な

がらも心が打たれました。 

そうして 1 年後、今度は自分も主役の一人と

なり、先月のフォーラムに本格的に参加しまし

た。「成長…仲間と共に」をテーマに、通常の公

開フォーラムに加えてファーザープロジェクト

のフォーラムも兼ねました。私もファイザープ

ロジェクトで農業関係の仕事に、一貫して仲間

と共に参加させてもらっていたので、感慨もひ

としおでした。 

この１年、たくさんの得難い体験をしました

が、農業プロジェクトの水田耕作では田植えか

らではなく、荒れた土地の草刈りから始まり、ユンボ

を使っての土地開墾作業も手伝いました。私にとって

は半ば自然の成り行きで、気が付いたら仕事プログラ

ムの作業班に入っていました。この１年間は、ほぼ全

部といっていいほどファイザープロジェクトの各農

分野にかかわっていました。正直なところ、真夏の炎

天下での草刈り作業などで、

とてもきつい場面もありま

したが、仲間の手助けや励

ましもあり、成果を発表す

るフォーラムまでたどり着

くことができました。 

★自然が相手の農業は気

候に左右される 

 私の家は兼業農家だった

ので多少の農業経験はあり

ます。でも、実際に田んぼ

に出て、一から作るのは初

めてでした。その意味ではとても貴重な体験でし

た。ふだん何気なく、ごく当たり前に食べている

お米やジャガイモ、サツマイモ、ピーマンといっ

た農作物を自分たちの手で栽培し、育て、収穫す

る。その汗と涙の結晶を口にしてみて感じたこと

は、農業は自然が相手なので豊作不作がその年の

気候によって大きく左右されるということ。農家

が手塩にかけて生産した農作物が人々の口に入

るまでは、大変な時間と労力が必要なのだと、農

家出身ながら改めて実感しました。 

 私が社会で働いていた時に食べていたコンビ

ニ弁当やおにぎりのお米は、お金を払えばすぐに

手に入るイメージがあります。手軽で便利には違

いないのですが、「お金さえあれば、いつでもど

こでも食べられる」と錯覚しがちです。でも、地

球規模の気候変動や自然災害が起きれば、食糧輸

入大国の日本はいとも簡単に「飢え」の危機に陥

る可能性があります。それだけに農業者の汗と涙

と苦労を忘れてはいけないと気づかされました。 

私たちの食の安全と安心は農家に支えられて

いる―これがファイザープロジェクトにかかわ

って実感した、一番の収穫です。自然の偉大な恵みに

よって命をつないでいるのに、私たちはその偉大さを

つい見過ごしてしまいます。それだけに自然への感謝

と謙虚な気持ちを忘れてはいけないと思います。今後

も潮騒の仲間たちと手を携えて、この緑豊かな大地と

共存していきたいと決意を新たにしています。
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 確か、真夏の暑さが残っていた初秋に大根の種をま

いた記憶があります。オブラートシートに付着してい

た種をそのまま土に入れて、まるで赤ちゃんをあやす

ように上から優しく土を掛け、農業隊（潮騒の農業プ

ロジェクト参加メンバー）の仲間５、６人と半日ぐら

いでやり抜きました。 

 全く初めての経験だけに「これで本当に大根ができ

るんだろうか？」「スーパーマーケットで売られてい

るような立派な大根に育つといいなあ」など願いを込

めました。ちょうど成長が遅れ気味のサツマイモがや

っと他の畑と同じように育ってきた時期で、サツマイ

モと一緒で特に何かやるということもなく、たまに見

回っては

雑草を取

る程度の

作業でし

た。 

 手間が

かからな

いので、

「これで

本当にこ

んなこと

で大根が

育つのかな？」とちょっぴり不安もよぎりましたが、

私たちの心配をよそに、だんだん育つと大根の数が最

終的に２００本ほどになったのです。小さな種が成長

する姿は感動的ですが、初めての土作りや整地作業な

どで大根作りに適した土ができていないこともあり、

３分の１が土から出ていない状態でした。 

 それでも収穫となると嬉しいもので、「自分たちで

つくった野菜」という特別な感情が湧き、とても楽し

く仲間と収穫作業ができました。 

 ●農業の奥深さ、歴史や文化に思いを馳せる 

 そして収穫した大根は、そのままたくあん（沢庵）

作りに入りました。まず「大根漬け」という塩を入れ

て２～３日、置いておく下準備をしました。数日後に

は本漬け作業に入り、調味料を作り、大根漬けにした

ものに合わせ、また２～３日寝かせておく作業を続け

ました。 

 このように、種まきから大根漬けまで一貫して順調

に作業ができたのは、潮騒農業プロジェクト指導者の

増古四郎さんのおかげです。ありがとうございました。

私にとって親世代に当たる関係者の皆さんからは「昔

はどの家でも当たり前のようにやっていたんだよ」と

いう言葉をいただき、改めて先世代の体験の重みと偉

大さを思い知りました。 

 今回、収穫した大根をたくあん漬けするまでやって

みて、農業の奥深さと歴史や文化、農家の絆にも思い

を馳せることができました。農業プロジェクトは自然

が相手だけに理屈抜きに厳しさを実感しますが、皆さ

んの協力があれば体験のない私でもできるんだとい

う自信にもつながりました。食べるにはもう少し様子

を見ないと何とも言えませんが、この貴重な農業体験

を来年のファイザープロジェクトにもつなげたいと

思います。             （ヒトシ） 
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 先月号で

掲載予定だ

ったのです

が、紙面の

都合で遅れ

てしまいま

した。恒例

の鹿嶋まつ

り（会場・県立カシマスタジアム周辺、10月 21日の

み出店）と、て～ら祭（会場・鹿嶋市まちづくり市民

センター、11月３、４日）への参加報告です。 

 鹿嶋まつりでは、露店で焼きそば（３００円）とポ

ップコーン（２００円）の２種類を販売。以前調理師

として働いた経験のある入寮者２人が焼きそば調理

を担当しました。用意した３００食は開店から約３時

間後の午後１時頃には完売。調理に当たり、商品名の

「あーちゃん焼きそば」の元になった、入寮者のあー

ちゃん（61）は「来年はもう少し（販売量を）多くし

たい」と感激と来年への意気込みを話してくれました。 

 て～ら祭では新たに「さつま汁」を加えて販売しま

した。これはサツマイモ、魚のつみれ、シイタケ、ダ

イコンなどが入った汁物で、サツマイモは潮騒農場で

収穫したものを使用しました。やはり調理師として働

いた経験のある入寮者のマキさんとあーちゃんの２

人が焼きそばを担当しました。 

 「麺と野菜などの具材を別々の鉄板に分けて炒める。

仕上がってから合体させる」というプロの技を駆使し

た調理の手際の良さを披露しました。さつま汁やキャ

ラメルポップコーンを販売する仲間たちも頑張りを

見せ、見る見るうちに売れていきました。 

 焼きそばは２日間で合計約７００食を完売。さつま

汁は３００杯を販売するなど好調な売れ行きでした。

昔屋台をやっていたマキさんは焼きそばの個数につ

いて「バブル景気の頃の個数。あの頃は作れば全て売

れた」と懐かしそうでした。入寮して日が浅いポップ

コーン担当のトモさんは「やっぱり楽しい。小さい子

が自分のお小遣

いで『一つお願

いします』と来

てくれるとうれ

しい。喜びを感

じます」と話し

てくれました。         

（サッキー） 
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―確かにＮＰＯ法人になれば社会的な信用と

か認知度は高まるでしょうけど、理事会を開いたり

慣れない書類作りなどの事務負担が増えますよね。 

 近藤 スタッフの力量にもよるけど、それができ

るダルクならいいよ。できないところは無理してや

る必要はない。ＮＰＯとか社会福祉法人とか、国家

が管理しやすいような仕組みに乗せられてしまう

というのは、そうしなければ生き延びられないよ、

みたいな圧力が押し寄せているのかな。慌てて個室

を何平方㍍に整備したり、建物はコンクリート造り

にしないとだめだ

とか、警報器がつい

ていないとか、なん

だかんだと行政の

指導に従って、みん

なその基準に合わ

せようとする。 

  ―そういう意

味ではダルクのア

イデンティティー

が問われているの

かもしれませんね。

ダルク側にも内部

変化がありませんか？ 昔だったら、一定の範疇に

収まった人たち。大きな括りで依存症として一つに

まとまっていたのが、今はとても多様化している。

もともと精神疾患があって、それで薬物を使ってと

いうような人や処方薬依存も増えています。彼らの

多くはステップもままならない。どうみてもダルク

よりも精神病院の方がふさわしいというような…。 

 近藤 そういう人をダルクは引き受けるべきで

はないんだよ。「来る者は拒まず」だけど、ダルク

はあくまで依存症のリハビリ施設で回復したら社

会に戻るのが基本。自分が今どこにいるのか、自分

の居場所を認知できないのは困る。自分がどこにい

るのか分からない人に、ダルクにいてもらっては困

ってしまう。それはまた別な施設だよね。でも現実

にはそうした別な施設、ボーダーの人が行く場所が

ないから、どうしてもダルクに集まる傾向みたいだ

な。そこんところはきちんと国に対してもの申すべ

きなんだ。仕方なく全部面倒みているからって、そ

れをいいことに「まあまあ、そう言わずに」とか役

人に言われて、なあなあになっちゃって、都合よく

使われて、というようなところもあるんじゃないの。 

 ●自分の足でミーティング場に行くのが基本 

  ―潮騒でも、そういう人たちが増えてます。

日々スタッフの役割が病院の送迎ばかりになって、

肝心な自分たちのケアができにくくなっている…。 

 近藤 ほかも多くなっていますよ。ダルクの連中

は人がいいやつばかりだから、送迎しなくちゃなら

ないような人も受け入れちゃう。本当は病院でもミ

ーティング会場でも自分の足で行くべきで、潮騒の

ような田舎なら仕方ないけど、たいていは電車やバ

スに乗って行く。夜遅くなって足がなくなってしま

った場合には、帰りは迎えを頼むとかの判断ができ

る人たち。車がなければ自転車で行ったりしてね。 

 やっぱり潮騒も責任者のユタカが人がいいんだ

よ。送り迎えしなくちゃならない人、自分がどこに

いるのか分からない認知症みたいな人たち、自力で

歩けない人たちも盛んに受け入れている。そりゃ家

族にとっては救いかもしれないけど、果たして当事

者にとって本当にいいのかね。そう考えると、やっ

ぱり潮騒も都合よく使われているんじゃないか。僕

は行政にうまく利用されているような気がする。 

でも、それは本来、福祉行政の立ち遅れというか

怠慢であって、政治が解決すべき問題なんだ。受け

入れるダルクには、そのかわりに生活保護はばっち

りつけますから、と誘い水を与える。ダルクも大変

だからカネのためなら我慢するか、というようにな

る。まあ、大なり小なり全国のダルク、みんなそう

なんじゃないの？ でも、東京ダルクは軽いのしか

入れていない。それははっきり、線引きしている。

ちゃんとソフトボールができてとか、年齢は 40歳

までだとか、しっかり線引きしているよ。それは公

共交通が整っている都市部にあるダルクだから可

能だ、という見方もあるけどね。 （次号に続く） 

ダルクの連中は人がいいやつばかりだから、送迎しなくちゃならないような人も受け入れちゃう 
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 ■私の背中を押して良い方向に導いて 

 私にとって薬物はとても恐ろしいものです。私自身の

心が、考え方がおかされていくのが分かっているのに止

められませんでした。ですが、今は違います。私は薬物

を止める決心はできておりますし、私の弱い心の背中を

押して頂き、良い方向へと導いて下さるのでしたら、是

非に正しい仲間として私を支えて頂きたくお願い申し上

げます。            （東京都 Ｋ・Ｕ） 

 

 ■栗原さんに柄受けになってほしい 

 自分は現在、43 歳です。刑務所は今回で６回目です。

本当に薬を、覚せい剤を止めて生活をしたいです。です

が、一人では止められなかったのです。だから栗原さん

に頼るしかないと思い、手紙を書いています。両親もお

りますが、２人とも生活保護を受けており、自分の引受

人にはなれません。自分としては１日も早く出所したい

です。両親のことも気になりますが、これからの自分の

ことも気になります。ここにいる間に栗原さんに柄受け

になって頂き、手紙のやり取りや今後について考えたい

です。            （北海道 Ｈ・Ａ） 

 

 ■職業訓練で資格を得て地元に帰りたい 

 潮騒通信など各資料を拝見し、覚せい剤による悲惨な

現状と絶望的な状態からはい上がり、復帰を目指してい

る人達の努力が自分の中にもひしひしと伝わり、改めて

絶対薬物を断ち切り、社会復帰してやるんだという気持

ちを強く持ちました。出来ることなら今すぐにでも施設

に入寮したいのですが、以前から知識を身につけたいと

思っていた要約筆記や手話を勉強しながら、薬物の治療

回復や若い世代への啓発活動に専念したいです。職業訓

練の段階では可能なら建築環境衛生管理技術者か、ボイ

ラー・冷凍機器設備管理者の資格取得を目指したいと考

えています。資格を取得した暁には、実家や親族の経営

する会社があった岩手県大船渡市や陸前高田市で仕事を

見つけたらと願っています。とにかく施設退寮後には地

元に帰り、職業訓練で得た知識をフル活用して頑張るこ

とが今、私の目標になっています。（東京都 Ｈ・Ｎ） 

 

 ■もっと世の中で苦しんでいる人の事を知って 

 先日のＴＢＳの特集を観た限り、潮騒入所者の方々は

「反省している。生きたい。自立したい」と話しておら

れましたが、その言葉は心の叫びとは感じられず、その

言動には“努力”というイメージが全く見受けられませ

んでした。その上、自分の非を社会の責任にしている発

言もあり、少々驚きました。 

 こんな手厳しいことを申し上げるのは本意ではありま

せんが、入所者の方々には潮騒という終の棲家を見つけ

た如く嬉々としているように感じられました。浅学非才

の私が言うのもなんですが、入所者の方にはもっと世の

中で苦しんでいる人の事を知って頂きたいと思います。 

 人は人並みの努力では人並みにしかなれない、と誰か

が言っておりました。入所者の方は自分の意思でクスリ

をやり、人生も人格までも破綻しているのですから、呑

気な生活をしている場合じゃないと思うのです。まずは

しっかりと回復に努め、可能な状況になったら仕事に励

んでほしいと思います。このご時世ですから、そう簡単

にはいかないでしょう。でも、何事も諦めることなく、

常に希望を持って努力し、前に進んでください。有意義

な生活を願っています。     （北海道 Ｈ・Ｍ） 

 

 ■潮騒は前向きで仲間の大事さが感じられた 

 報道特集を見ました。潮騒が映る前に無料低額宿泊所

というのが取り上げられていましたが、あそこにいる人

は活気がなく、人生終わっているなぁと感じました。そ

れに比べ潮騒は前向きに思え、仲間の大事さが感じられ、

タケシ君の必死さがとてもよく伝わりました。彼を支え

ていく人達の温かみのある関係がとてもいいですね。で

も、酒もクスリも全然やめる気のないジイさんがいたこ

とが、とても残念です。周りが一生懸命に立ち直ろうと

しているのに、あのような人が邪魔をして他の人の妨げ

にならないのですか？ やめる気がないのなら潮騒を出

て行けばいいのに、思ってしまいました。 

 それに潮騒通信を読んでいると、仮釈放のために潮騒

や栗原さんを利用しているようにしか受け取れないケー

スを感じます。そういう風に考えてしまう自分は心がす

さんでいるのでしょうか？ 文面だけでは人の心は分か

り兼ねますが、仮釈放のどうのこうのよりも、本気で薬

物依存の回復を考えてほしいものです。偉そうなことを

書いていますが、もちろん自分だって変わりたいのです。 

             （広島県 Ｋ・Ｙ） 

全国受刑者の皆さんからの手紙～潮騒通信「どっこい生きてます！」を読んで

～ 
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 ■報道特集を拝見し自分を見つめ直した 

 告知頂いた報道特集を興味津々で拝見することができ

ました。社会で行き場のない人達が共有している生活や、

施設の生活では基本となる大事なミーティングの様子な

どで自分を見つめ直すことができました。改めて社会復

帰することの難しさ、後遺症の怖さなども垣間見た思い

です。健全で元気そうな栗原さんの面影が印象に残って

おりました。         （鹿児島県 Ｋ・Ｋ） 

 

 ■捕まって刑務所に入れて良かったのかも… 

 私は過去に相当の酒量を飲んできました。それもアル

コール度数 97 のスピータスという酒を毎日欠かさずに

飲んでいました。その時には手がしびれていました。さ

すがに、もうやめようと思ったのですが、どうしてもや

められませんでした。 

 前回の刑務所から出所後には解体の仕事に就いて真面

目にやっていたのですが、そのうちに朝から飲むように

なり、１日じゅう飲む状態になりました。さらに夜にな

ると大麻を吸って酒をの飲むようになりました。今思う

と、捕まって刑務所に入ることができて（命がつながっ

ている分だけ）良かったのかもしれないと思っています。

そのお陰で、こうして栗原さんにも知り合えたのですか

ら。出所後は潮騒で頑張りたいと思います。 

                （愛知県 Ｓ・Ｓ） 

 

 ■ここでの受刑者生活を焦ることなく務めます 

 11月行事のて～ら祭は何か懐かしいです。私も去年の

今頃は潮騒ジョブにいたわけで、ソフトボールの交流試

合も船橋北病院とやるのですね。私もここで頭を冷やし、

回復に向けゆっくり考え、無力を十分に認め、老いて行

く生活を寂しく送りたくないので、施設長からの手紙や

潮騒通信の文面をしっかり読んで、厳しい言葉も真摯に

受け止め、今はここでの受刑者生活を焦ることなく務め

ます。今はあれこれ考えず、無力であることを自覚しつ

つ、残刑を無事に務め上げる決意です。（愛知県 Ｙ・Ｋ） 

 

 ■社会で生きる実感が持てずにクスリを再使用… 

 …今回は３年６カ月の刑でした。12年ぶりの服役です。

この間、曲がりなりにも社会でやってこれたのは、プロ

グラムと施設のお陰です。クリーンがあっても１回使え

ば、元の一番悪い状態にすぐ戻ってしまい、捕まってし

まいました。これも回復に向けての試練ですね。 

 私の場合、クスリを使わずに社会で生活していても、

生きる喜びを実感できず、またクスリを使ってしまう自

分がいました。たまにＮＡに行くと「ああこれでいいの

だ」と実感し、また希望を持って次の日から仕事に打ち

込めた自分が過去には確かにいました。クスリを使わな

いでこの先、生きていけるのなら自分はどんな努力も惜

しまずにやっていくつもりです。この先、自分の人生を

ユタカさんに預ける覚悟です。どうか宜しくお願いしま

す。仮釈が間に合わなくても、笑顔で満期まで務め上げ

て、潮騒ＪＴＣでお世話になります。安心してまた刑を

１日１日務めてきます。     （北海道 Ｙ・Ｙ） 

 

 ■身内のない私に覚せい剤離脱の力添えを 

 初めてお便り致します。私は覚せい剤で逮捕され、３

年の刑を受け、北海道の地で反省の後悔の日々を送りな

がら、務めております。残刑１年７カ月ほどですが、覚

せい剤からの離脱をしなければと毎日、決意を新たにし

ております。そんな中でダルクなる所があることを知り、

何としても離脱を考えている私としては興味を抱いてい

たところ、テレビで茨城県の潮騒ジョブトレーニングセ

ンターが取り上げられていました。 

 それを見ていて、できることなら私もそちらにお世話

になって努力してみたいと、こうしてペンを持った次第

です。まだ詳しいことは分かりませんが、皆さまの仲間

として加えて頂き、覚せい剤からの離脱に力添えをお願

いしたく思っております。身内もお金もない私ですが、

離脱の意思は強く、社会に戻れたならばそちらにお世話

になって本当の意味での更生を図りたいのです。引受人

や帰る場所のない私ですので、どうかご指導頂けるよう

に宜しくお願い致します。    （北海道 Ｓ・Ｙ） 

 

 ■面接官から「亡き父母の墓前に良い報告を」と 

 よい報告があります。先日、委員面接がありました。

出所後の順守事項の確認が主な内容でしたが、潮騒につ

いて説明すると、えらく納得しておりました。面接官は

最後に「そうしたダルクの関連施設で薬物離脱プログラ

ムを受けながら、１日も早い自立を目指し、亡き父母の

墓前に良い報告をしてほしい：と言われた時には、さす

がの私も胸が熱くなり、今までにない面接で終わること

ができました。      （青森県 Ｈ・Ｏ）

続・全国受刑者の皆さんからの手紙

～潮騒通信「どっこい生きてます」を

読んで～ 
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１０ 

冬
近
し
波
の
し
ぶ
き
も
鹿
島
灘 

 
 

 
 

 
 

 

（ヒ
ロ
） 

 

鹿
島
灘
は
波
崎
か
ら
大
洗
ま
で
の
約
六
十
キ
ロ
を
云
う
、
遠
浅
の
海
岸
。
今
で
は
鹿
島
港
が

出
来
た
の
で
途
切
れ
ま
し
た
が
、
下
津
か
ら
は
広
い
灘
が
広
が
る
。
冬
も
近
く
な
り
風
も
強

い
と
、
波
し
ぶ
き
も
荒
く
寒
さ
も
思
う
。
冬
は
波
の
冷
た
い
の
は
当
然
な
の
で
、
鹿
島
灘
と

し
て
景
を
大
く
し
ま
し
た
。 

紅
葉
散
り
行
く
古
里
の
山
路
か
な 

 
 

 
 

 

（ヒ
コ
） 

 

俳
句
は
十
七
文
字
で
短
い
の
で
、
出
来
る
だ
け
同
意
の
語
は
使
わ
ず
、
他
の
云
い
た
い
言
葉

を
表
現
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
こ
れ
も
原
句
を
変
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
古
里
の
山
路
の

紅
葉
も
散
り
、
冬
の
近
い
こ
と
を
詠
め
る
句
と
な
り
ま
す
。 

潮
騒
の
毎
日
辛
し
秋
の
暮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（セ
ラ
） 

 

季
語
が
無
い
の
で
秋
の
暮
と
し
て
み
ま
し
た
が
、
秋
は
木
や
花
も
枯
れ
ゆ
く
季
節
で
人
も
ま

た
物
思
う
時
節
で
す
、
ダ
ル
ク
の
日
々
も
人
に
よ
り
辛
い
思
い
も
あ
り
ま
す
。
率
直
に
切
々

と
告
げ
た
句
で
す
。 

寒
く
な
り
鍋
の
恋
し
き
日
暮
か
な 

 
 

 
 

（ラ
ッ
キ
ー
） 

 

日
本
は
四
季
の
あ
る
国
で
、
そ
の
四
季
毎
の
和
食
の
中
で
冬
の
鍋
は
家
族
の
団
欒
や
恋
人
と

の
鍋
も
温
か
く
近
親
感
を
増
す
。
秋
も
深
ま
り
冬
の
到
来
と
共
に
鍋
料
理
が
恋
し
く
な
る
、

実
感
の
句
で
す
。
多
人
数
な
ら
寄
せ
鍋
、
二
人
な
ら
ち
り
鍋
、
茨
城
は
鮟
鱇
鍋
が
名
高
い
。 

赤
ト
ン
ボ
霞
ヶ
浦
を
飛
ん
で
ゆ
く 

 
 

 
 

 

（サ
エ
キ
） 

 

赤
蜻
蛉
は
秋
の
季
題
で
、
童
謡
に
も
「
夕
焼
け
小
焼
け
の
赤
蜻
蛉
…
」
が
あ
り
、
懐
か
し
い
。

霞
ヶ
浦
の
何
所
か
で
、
そ
の
赤
蜻
蛉
を
見
な
が
ら
故
郷
を
思
っ
て
い
る
の
か
も
。
浦
の
青
さ

に
飛
ぶ
赤
蜻
蛉
も
ま
た
美
し
く
、
淋
し
さ
も
あ
る
句
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇ 
 

 
 

 

◇ 
 

 
 

 
 

 

◇ 

パ
ン
ジ
ー
を
植
え
る
歩
道
や
海
の
風 

 
 

 
 

（ユ
タ
カ
） 

 
パ
ン
ジ
ー
は
三
色
菫
の
こ
と
。
春
の
季
語
で
蝶
が
羽
を
広
げ
た
様
に
紫
、
茶
、
黄
色
な
ど
咲

か
せ
る
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
で
江
戸
時
代
に
渡
来
し
た
と
の
こ
と
。
そ
の
パ
ン
ジ
ー
を
歩

道
の
花
壇
に
植
え
る
と
、
海
の
風
が
花
び
ら
を
靡
か
せ
る
。
海
の
青
さ
も
彷
彿
し
て
綺
麗
で

ま
た
、
植
え
る
に
実
感
の
あ
る
句
で
す
。  

 

1998年 10月 9日第三種郵便物認可 （毎月 3回 8の日発行） 2012年 12月 23日発行 ＳＳＫＵ   増刊通巻第 4366号 

 

１２月句会作品から～ ～選者＝桐本 石見先生 

冬
の
鍋
好
き
な
女
と
飲
み
た
い
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（タ
カ
） 

 

冬
は
鍋
の
季
節
で
河
豚
、
鮟
鱇
、
紅
葉
、
石
狩
鍋
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
好
き
な
女
性

と
二
人
の
鍋
は
格
別
の
味
で
も
あ
ろ
う
。
句
と
し
て
は
少
し
俗
だ
が
、
こ
れ
も
男
の
思
い
で

俳
諧
の
哀
れ
を
思
う
。 

 
銀
杏
の
匂
ひ
に
道
の
季
を
知
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（オ
ノ
） 

 
原
句
を
少
し
変
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
何
所
か
の
公
園
や
神
社
の
道
を
散
歩
し
な
が
ら
ふ

と
銀
杏
の
匂
い
に
気
づ
き
、
秋
の
深
ま
る
を
感
じ
る
句
に
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
大

阪
の
御
堂
筋
の
銀
杏
が
報
道
さ
れ
て
懐
か
し
い
。 

人
肌
の
恋
し
い
一
日
秋
深
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ヒ
ト
シ
） 

 

原
句
に
は
季
語
が
な
い
の
で
秋
を
入
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
秋
の
一
日
に
寒
さ
の
増
す
中

に
人
肌
を
恋
う
、
し
み
じ
み
と
し
た
句
に
な
り
ま
す
。
酒
の
燗
に
冬
の
熱
燗
が
あ
り
ま
す
が
、

人
肌
ほ
ど
が
味
わ
い
も
深
い
思
い
が
し
ま
す
。 

寒
風
や
タ
バ
コ
の
集
ひ
談
み
じ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（カ
ツ
ミ
） 

 

屋
外
の
作
業
か
も
。
一
仕
事
し
て
休
憩
す
る
が
、
タ
バ
コ
や
話
も
そ
こ
そ
こ
に
散
ら
ば
る
、

如
何
に
も
冬
の
日
の
思
い
の
句
で
す
。
震
災
の
道
路
復
旧
で
夏
も
冬
も
工
事
を
し
て
い
る

が
、
ご
苦
労
で
も
あ
る
し
、
以
前
は
自
分
も
真
冬
に
外
で
仕
事
を
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
ま
す
。 

鹿
島
灘
白
波
立
て
ば
秋
思
ひ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（チ
ョ
ー
） 

 

こ
の
句
も
季
語
を
入
れ
少
し
変
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
白
波
の
鹿
島
灘
を
見
な
が
ら
、
夏

の
思
い
出
か
古
里
な
ど
思
う
句
に
な
り
ま
す
。
夏
の
人
出
の
多
い
海
岸
も
、
秋
に
な
る
と
淋

し
く
何
か
人
も
恋
し
く
な
り
ま
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
の
人
達
が
浪
に
遊
ぶ
晩
冬
の
景
も
見
え
ま

す
。 

秋
深
む
故
郷
い
つ
し
か
遠
か
り
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ト
ム
） 

 

古
来
、
故
里
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
、
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
現
代
も
ま
た
転
勤
や
海

外
派
遣
な
ど
で
、
昔
の
参
勤
交
代
な
ど
の
頃
と
変
わ
り
な
い
。
人
に
よ
り
里
の
思
い
出
は
異

な
り
ま
す
が
、
秋
に
は
ま
た
特
別
に
里
を
思
う
。 

師
走
に
は
諭
吉
も
出
ゆ
く
財
布
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

（フ
ミ
） 

 

諭
吉
は
一
万
円
の
福
沢
諭
吉
で
す
が
、
師
走
に
は
何
か
と
入
用
で
多
忙
と
云
う
こ
と
で

す
。
面
白
い
作
で
す
が
、「
師
走
に
は
諭
吉
も
多
忙
財
布
か
な
」
の
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。 
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眼
白
き
て
今
朝
の
楽
し
み
実
南
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ジ
ュ
ン
）   

俳
句
で
は
眼
白
は
夏
の
季
語
だ
が
、
秋
に
も
い
て
家
の
周
り
に
来
る
、
眼
の
回
り
に
白
の
輪
が
あ

る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
原
句
を
少
し
変
え
「
今
朝
の
」
に
し
た
が
、
南
天
の
実
で
も
食
べ
に
来

て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
窓
か
ら
眺
め
心
が
な
ご
む
、
哀
憐
の
微
笑
ま
し
い
句
で
す
。 

柿
食
え
ば
今
は
懐
か
し
田
舎
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（コ
バ
） 

有
名
な
句
に
「
柿
食
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
が
あ
り
ま
す
が
、
子
供
の
頃
は
学
校
の
帰
り

道
な
ど
に
友
の
家
の
柿
、
我
が
家
の
柿
を
食
べ
な
が
ら
帰
っ
た
。
今
買
っ
た
柿
を
食
べ
な
が
ら
昔

の
里
の
道
を
懐
か
し
む
。
し
み
じ
み
と
し
た
句
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

白
い
息
こ
の
手
も
感
ず
冬
間
近
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（サ
カ
） 

 
秋
も
深
ま
り
冬
も
近
く
な
る
と
朝
夕
は
寒
く
な
り
人
の
息
も
犬
の
息
も
白
く
な

り
ま
す
、
ま
た
外
へ
出
る
と
手
や
頬
の
風
に
も
冬
の
近
い
を
思
い
ま
す
、
日
常
の
こ

と
な
が
ら
実
感
の
句
で
す
。
秋
も
深
ま
り
冬
も
近
く
な
る
と
朝
夕
は
寒
く
な
り
人
の

息
も
犬
の
息
も
白
く
な
り
ま
す
、
ま
た
外
へ
出
る
と
手
や
頬
の
風
に
も
冬
の
近
い
を

思
い
ま
す
、
日
常
の
こ
と
な
が
ら
実
感
の
句
で
す
。 

さ
み
し
い
な
た
っ
た
一
人
の
冬
の
夜 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ト
ミ
ー
） 

 

人
間
は
不
思
議
と
云
う
か
、
難
し
い
も
の
で
す
。
大
勢
過
ぎ
る
と
一
人
が
良
い
と

云
い
、
孤
独
だ
と
淋
し
い
。
し
か
し
極
ま
る
と
こ
ろ
家
族
で
過
す
の
が
一
番
幸
せ
で

は
な
か
ろ
う
か
。
夫
々
の
事
情
な
が
ら
、
冬
の
夜
に
一
人
は
淋
し
い
、
実
感
の
籠
る

句
で
す
。 

 

雪
ダ
ル
マ
頭
の
帽
子
は
百
五
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（コ
ジ
） 

 

鹿
島
で
は
ま
だ
雪
は
降
ら
な
い
が
、
毎
年
我
が
家
で
も
孫
と
雪
達
磨
を
作
る
。
こ

れ
は
旅
か
去
年
の
句
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
楽
し
い
も
の
だ
。
出
来

上
が
り
に
帽
子
を
被
せ
る
、
こ
れ
も
以
前
に
買
っ
た
も
の
か
、
安
い
が
ま
あ
、
帽
子

を
被
っ
た
達
磨
も
い
い
か
も
。
面
白
い
句
で
す
。 

寒
け
れ
ど
屋
上
か
ら
の
富
士
の
見
ゆ 

 
 

 
 

 
 

 

（ア
ー
ち
ゃ
ん
） 

 

富
士
山
は
日
本
を
代
表
す
る
名
山
で
、
海
外
の
旅
か
ら
帰
国
し
て
富
士
山
が
見
え

る
と
日
本
に
に
帰
っ
た
想
い
に
な
る
。
こ
と
に
冬
に
な
る
と
空
気
が
澄
む
の
で
遠
く

か
ら
見
え
る
。
こ
の
鹿
島
や
牛
堀
の
公
園
な
ど
か
ら
も
見
え
る
。
こ
の
屋
根
は
何
処

だ
ろ
う
か
、
面
白
い
句
。 

寿
司
喰
え
ば
笑
顔
の
母
よ
冬
の
風 

 
 

 
 

     

（ア
ベ
） 

原
句
は
少
し
変
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
母
と
寿
司
を
食
べ
る
景
が
明
確
に
な
り
ま

す
、
外
は
冬
の
風
な
が
ら
母
に
会
う
機
会
が
あ
り
、
た
ま
に
は
寿
司
を
食
べ
よ
う
と

誘
う
、
少
し
金
は
は
る
が
母
の
笑
顔
で
救
わ
れ
る
、
し
み
じ
み
と
、
ま
た
ほ
の
ぼ
の

と
す
る
句
で
す
。 
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枯
葦
や
風
生
む
か
ぎ
り
生
き
て
を
り 

 

（
マ
キ
） 

日
本
は
昔
に
葦
原
中
ツ
国
と
も
云
は
れ
、
今
で
も
川
や
湖

沼
に
葦
原
が
茂
る
。
晩
秋
に
は
枯
れ
る
が
、
風
に
靡
く
様
は

淋
し
く
も
美
し
い
。
晩
冬
に
は
枯
れ
尽
く
す
が
、
そ
れ
ま
で

は
風
を
生
み
続
け
る
。
枯
葦
の
景
の
句
な
が
ら
人
間
の
生
き

様
に
も
通
う
、
し
み
じ
み
し
た
句
で
す
。 

寝
よ
う
か
と
猫
に
声
か
く
十
三
夜  

（
オ
ト
ウ
） 

十
三
夜
は
女
名
月
と
も
云
い
、
少
し
欠
け
た
月
だ
が
、

そ
こ
に
満
月
と
は
違
う
し
と
や
か
さ
と
少
し
の
艶
冶
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
月
の
更
け
る
こ
ろ
に
、
猫
に
寝
る
声
を

か
け
る
の
は
夫
婦
で
の
会
話
と
異
な
り
、
俳
諧
の
哀
れ
を

籠
め
た
一
句
で
す
。 

おめでとう！ 

今月の特選句 



▼梅島クリニック 和田院長様 

▼長澤 勇吉様 ▼大小森 進様 

▼岡本 紳次郎様 

▼トーマス山本様 ▼上田 靖様 

▼タイヘイ（株）様  

▼（株）田口商事様 

 

 

 

 

行事予定（12月初旬～1月初旬） 

12月 9日  秋元病院メッセージ（15日も） 

  14日 ファイザープログラム継続助成団体贈呈式 

  17日 新宿とまりぎアルコール問題相談業務 

19日 しおさい映画会プログラム 

20日 潮騒俳句会（しおさい俳壇）12月例会 

21日 第 3回（最終）ファイザプロジェクト推進委員会 

23日 潮騒家族会 12月定例会 

24日 潮騒誕生会＆クリスマス会 

27日 潮騒歳末餅つき大会（下津本部） 

28日 プー横町保育園年末餅つきイベント 

1月 2日 2013年潮騒初詣で（鹿島神宮） 

4日 2013年潮騒新年会（まちづくり市民センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆そのほか匿名の皆様からも献品・献金を 

いただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Information 

 ※発送作業簡略化のため、振込取扱票は

全員の方に同封させて頂いております。 

どうぞご理解の程をお願いします。 

今月も多くの方から献金・献品をいただきました。心から感謝申し上げます。本当にありがとうござ

いました。おかげさまで潮騒 JTC は、回復のためのプログラムを実践することができておりますこ

とをご報告いたします。今後ともご支援くださいますよう、なにとぞ宜しくお願い申し上げます。 
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編集・発行 

特定非営利活動法人 

潮騒ジョブトレーニングセンター（本部） 

〒314-8799 鹿嶋郵便局 私書箱 34 号 

〒314-0006 茨城県鹿嶋市宮津台 210-10 

TEL/0299-77-9099  FAX/0299-77-9091 

潮騒リカバリーホーム（中施設） 

〒314-8799 鹿嶋郵便局 私書箱 56 号 

〒311-2213 茨城県鹿嶋市中 2773-16 

TEL/0299-69-9099  FAX/0299-69-9098 

潮騒スリークオーターハウス鉾田 

〒311-2113 茨城県鉾田市上幡木 1113-39 

 

E-MAIL k.s-darc@orange.plala.or.jp 

ホームページ http://shiosaidarc.com/ 

 

１２ 

献金を頂いた方（12月初旬まで） 

献金を頂いた方（12月初旬まで） 

発
行
所 

郵
便
番
号
一
五
七
―
〇
〇
七
三 

 
 
 

定
価
一
〇
〇
円 

 

東
京
都
世
田
谷
区
砧
六
―
二
六
―
二
一 

 
 
 
 

（
会
費
に
含
む
） 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

編集後記 

今月号では、全国の受刑者の皆さんからの便りの㌻を増

やしました。皆さんから頂いたお手紙は栗原施設長が必

ず目を通しています。ただ、超多忙な日常の中で、返信

の手紙を書く時間が取れず、結果的に返事が遅れがちで

す。矯正施設という世間から隔離された空間において外

部とのコミュニケーションがどれほど待ち遠しく、一日

千秋の思いであることは十分に理解できます。どうかご

了承ください。また、「しおさい文芸」コーナーも「し

おさい俳壇」コーナーとしました。できるだけ多くの入

寮者に参加してもらい、桐本石見先生のご指導を頂いて

毎月開催している定例句会の作品と、この中から今月の

特選と秀逸作品を選んで頂き、掲載していきます。もち

ろん受刑者の皆さんからの作品も引き続き積極的に掲

載しますので奮ってご応募ください。年配者が多い施設

なので、ブームの俳句作りで潮騒の特徴を出したいと考

えています。一般読者や家族会の方々の参加も大歓迎で

す。どうか皆さま、よいお年をお迎え下さい。 （市） 

【施設側からのお願い】潮騒ＪＴＣでは使わなくな

った中古パソコン、中古の車いす等の献品を求めて

います。施設での回復活動や日々の生活、就労支援

活動などに必要なので、ご協力をお願いします。 

mailto:k.s-darc@orange.plala.or.jp
http://shiosaidarc.com/

